別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工業研究費 
	事業名:情報技術研究所開発研究費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　　情報技術研究所　管理調整担当　電話番号：058-379-3300
　　　　　　　　　　　E-mail：c23111@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：27,730千円（前年度予算額：18,088千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県内産業の活性化、行政課題の解決を技術の面から貢献・寄与するために、ＶＲ、ＣＡＤなどの情報処理技術及び人間と機械の協調を目指したメカトロ技術に関する地域の企業が抱える多様な課題に対して、機動的・即応的に対応するための研究開発を実施する。
（１）研究課題　７課題

①継続課題（4課題）
　　・ぎふクリーン農業を支援する除草ロボット（アイガモロボット）の開発

　　・障がい者の自立生活を支援する福祉機器の研究開発

　　・メカトロ要素技術の高度化に関する研究

　　・県産ブランド牛肉高付加価値化のための脂質評価装置の開発とその応用
②新規課題（3課題）
　　・人の動線推定に関する研究開発

　　・ＩＥによる作業工程分析及び可視化手法の研究

　　・三次元計測の高度化に関する研究開発

（２）間接経費　６課題

①継続課題（2課題）
　　・県産ブランド牛肉高付加価値化のための脂質評価装置の開発とその応用

　　・ぎふクリーン農業を支援する除草ロボット（アイガモロボット）の開発

②新規課題（4課題）
　　・人の動線推定に関する研究開発

　　・ＩＥによる作業工程分析及び可視化手法の研究

　　・メカトロ要素技術の高度化に関する研究

　　・三次元計測の高度化に関する研究開発
	２　所要経費


（１）研究課題（25,035）

　　①継続　20,243

　　②新規　4,792
（２）間接経費（2,695）
　　①継続　1,587

　　②新規　1,108
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
・ナノテクノロジーやロボット技術など、最新の先端技術を活用し、産業の高度化を進める
	２　これまでの取組状況


　情報処理技術及びメカトロ技術に関する地域の企業が抱える多様な課題に対して研究開発を実施し、研究テーマの内3課題は、国等の外部競争資金を獲得し、地域内企業と共同で事業化に向けた研究を引き続き推進している。
	３　これまでの取組に対する評価


　情報技術やロボット技術などの最新の先端技術を活用し、産業の高度化を進めることができた。車いすの開発研究を共同で推進してきた企業が、年度内に県内に進出、電子タグの関連研究成果が県内企業の省力化に寄与するなど、県内産業振興に寄与した。引き続き地域の企業が抱える課題解決を図っていく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	18,088
	0
	0
	0
	0
	0
	15,462
	0
	2,626

	要求額
	27,730
	18,814
	0
	0
	0
	0
	6,290
	0
	2,626

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


